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　水戸市は、市民活動団体の皆さんとのパートナーシップを生かし、協働による　まちづくりを進めています。「わくわくプロジェクト」は、皆さんからのアイディアをまちづくりに生かすものです。平成26年度は、市民活動団体の皆さんからの提案を受け、６件の協働事業を実施します。
今回の２次募集では、７月から来年３月にかけて実施する事業を募集します。みんなが“わくわく”するようなアイディアで、水戸をもっと元気なまちにしませんか。皆さんからのご提案をお待ちしています。
応募の前のご相談も受け付けていますので、気軽にご連絡ください。

１　コース
· 自由提案型（従来型）
行政課題や分野を限定しておりません。皆さんが、水戸市との協働により解決したいと考える課題について事業を提案してください。
· 行政課題提示型（新規）
水戸市の行政課題や地域課題の解決に向け、次の３つのテーマについて、市との協働事業を提案してください。（具体例はあくまでイメージです。）
(1) 市民が安全・安心に暮らせる地域づくり事業

· 他の事例：防災・減災のための意識啓発研修会、地域の見守りネットワーク構築事業、
安全安心な公園づくり事業など
(2) 水戸の魅力を全国に発信するおもてなし創出事業


· 他の事例：とっておき街角スポット活用事業、水戸発ファッションショー、
イベント支援人材バンク事業、Ｂ級グルメの開発・支援事業など
(3) 地域の絆を深め、皆で支えあうコミュニティ形成事業

· 他の事例：花と緑があふれるまちづくり事業、町内会・自治会支援人材バンク事業、　
コミュニティビジネス支援事業など
２　対象事業
　市が抱えている課題の解決やより良いまちづくりへ向けて、市と協働して取り組むことによって相乗効果が期待できるモデル的・先駆的な内容のプロジェクトを対象に募集します。
　！ 既に財政的支援を受けている事業又は受ける予定の事業は提案できません。


　　　　　　単年度とする。ただし、継続事業として連続３回（３年間）まで同一事業を提案することができます。
３　対象団体等
　ＮＰＯ、ボランティア団体、企業（ただし、非営利の社会貢献活動を行う場合）、地域コミュニティ団体など、市民活動を行う団体です。
対象団体は、次のすべての条件を満たすことが必要です。
　　①　市内に事務所又は活動場所があること。
　　②　団体の構成員が５人以上であること。
　　③　会則等を有し、組織としての実態があること。
　　④　適切な会計処理が行われていること。
　　⑤　暴力団や暴力団と社会的に非難される関係を持つ団体でないこと。
市民活動とは、社会貢献性を持つ、公益的な非営利活動をいいます。

！ ただし、次のいずれにも該当しないものです。



４　市からの支出(補助金額)について

市が支出する額は、
　 提案１件あたり  対象経費の90パーセント以内（上限50万円）   です。
※補助金額は千円単位での支出です。

！ 対象経費とは　
　事業に要する直接経費です。詳しくは、別紙「対象経費について」をご覧ください。

５　審査・選考について


公募市民、市民活動団体・関係団体の代表者、学識経験者で構成する協働推進委員会で、厳正に審査します。

① 提案書類と公開プレゼンテーションをもとに、審査項目に沿って採点します。

② 基準点を超えた事業の中から、実施事業として推薦する事業を選びます。


①　協働推進委員会は、市へ答申します。

②　協働推進委員会からの答申を受け、市は予算の範囲内で実施事業を決定します。審査の結果や評価については、市のホームページなどで公開します。


　　　　

 先見性・独創性 
新たな着想や創意工夫があるか
 事業の公共性 
不特定多数の利益、社会全体の利益につながるか
 ニーズの理解 
社会的課題や市民ニーズをとらえているか
 協働の必要度 
協働による相乗効果が期待できるか
 事業の将来性 
成果の活用や波及効果など将来展望が明確か
 手段の効率性 
労力や経費などの見積りが適切か
 役割分担 
自立性を尊重し、お互いの長所を生かしているか
 実現可能性 
自己資金の確保や企画内容が実現可能か
　　　　
· プレゼンテーションに向けて、協働のパートナーである事業担当課とともに準備します。発表は提案団体が行い、事業担当課も説明等を行います。
· 公開プレゼンテーションは、どなたでも聞くことができます。他の団体の活動を知る良い機会でもありますので、お気軽にご参加ください。
６　応募方法
(1) 受付期間　平成26年４月15日(火)～平成26年４月30日(水)
(2) 提出書類
1 協働事業提案書（別紙１）
2 団体の定款、規約又は会則

3 団体の会員名簿(氏名及び住所（居所でも可）)
ただし、５人を超える場合には、団体の役員、事業に主体的に関わる方の名簿が必要です。

4 会計書類　通帳の表紙と最後のページのコピー、平成24年度の決算書
5 平成25年度の事業計画と平成24年度の事業報告
(3) 応募方法
地域振興課(本庁舎南側臨時庁舎３階)へ直接お持ちになるか、Ｅメール、郵送のいずれかで提出してください。

７　事業が採択されたら
　事業担当課と協議し、事業の基本的な内容について協定を結びます。

　その後、補助金の交付申請等をしてください。
８　事業が終わったら
　１　事業の実績報告
市民活動団体は事業報告書と収支決算書を提出してください。また、支払いの証拠書類として領収書の写しを添付してください。
　２ 事業の評価

団体と事業担当課は、協働事業評価シート(別紙２)を使って一緒に事業をふりかえってください。また、評価シートを提出してください。
　３　事業報告会の実施

公開の事業報告会を行います。協働推進委員会は、この報告をもとに、その事業を総合的に評価し、改善点や今後の方向性などを検討します。

９　事業の流れ別紙，に制限はありません。自由な発想での新鮮な


























































































































 別 紙   対象経費について
「わくわくプロジェクト」で市が支出する額(補助金額)を算出する際に対象となる経費は、次のとおりです。

【対象となる経費の例】

	区分
	内容

	通信運搬費
	募集案内や活動資料等を送付するための切手代や宅配便料金など

	印刷製本費
	パンフレット、ポスター、報告書等の印刷代やコピー代など

	人件費
	アルバイトに支払う日当など、事業実施に必要な人件費

	消耗品費
	事業実施に必要な文房具、会議資料、ポスターの用紙代など

	諸謝金
	講師やアドバイザーへの謝礼金など

	使用料
	事業や会議のための会場使用料など

	賃借料
	機材等のレンタル料や、バスの借上げ料など

	委託料
	専門的な知識や技術を要する業務を外部に委託した費用など

	保険料
	事業実施のためのレクリエーション保険料、ボランティア保険料など


※人件費については補助金額の１割、諸謝金については２割までを目安とします。

！ 次のようなものは、原則として対象経費になりません。
○ 団体の維持や運営に関する経費　（例）事務所の家賃、光熱水費、電話代など

○ 団体の構成員や参加者などの飲食代　（例）会議や打ち上げなどの飲食費

○ 団体の構成員や参加者などの交通費
○ 団体の構成員に対する人件費や謝礼

○ 事業が終了した後まで残る機材・器具の購入費　（例）パソコン、カメラなど

○ 支払ったことが領収書等により明確に確認できない経費

別紙１
	エントリー№
	


協 働 事 業 提 案 書
〔団体情報〕
	団体名
	
	代表者氏名
	

	所在地
	〒


	連絡先
	Tel　　　　（　　）　　　　　Fax　　　　（　　）　　　　

	
	Email

	
	ホームページアドレス

	提案事業責任者
	（役職など　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　

	提案事業責任者連絡先
	〒

	活動歴
	　　年　　月　（平成　年4月1日現在）

	会員数　(構成員数)
	　　人

	団体の主な活動
(チラシ、パンフレットなどあれば添付してください)
	

	公共的機関との
主な協働実績
	
	事業名
	相手方
	時期（期間）
	金額

	
	１
	
	
	
	

	
	２
	
	
	
	

	
	３
	
	
	
	

	予算額と決算額
	●　　年度予算額（　　月～）：収入　　　　　円　　支出　　　　　円
主な収入源：会費　　　　　　　　　　円（　　%）

寄付金　　　　　　　　　円（　　%）

自主事業収入　　　　　　円（　　%）

受託事業収入　　　　　　円（　　%）

助成金・補助金など　　　円（　　%）

その他　　　　　　　　　円（　　%）

●　　年度決算額（　　月～）：収入　　　　　円　　支出　　　　　円
※　確定していないときには、見込みを記入してください。

主な収入源：会費　　　　　　　　　　円（　　%）

寄付金　　　　　　　　　円（　　%）

自主事業収入　　　　　　円（　　%）

受託事業収入　　　　　　円（　　%）

助成金・補助金など　　　円（　　%）

その他　　　　　　　　　円（　　%）



〔事業の概要〕
	事業名
	

	事業の目的
	〔市民ニーズ、現状、解決したいことなど〕
　

	これまでの

市の取組
	〔情報収集をもとに、提案団体の視点で〕
　

	事業の内容
	　

	協働による効果
	〔単独で取り組むのと比べて〕
　


〔役割〕
	提案団体
	〔得意なこと、やりたいこと〕

	水戸市
	〔担ってほしいこと、期待すること〕


〔実施スケジュール〕
	時　期
	内　容

	
	


収支計画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	区　分
	金　額
	積算内訳
	備考

	【収入】
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	収入合計（Ａ）
	
	
	

	【支出】
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	支出合計（Ｂ）
	
	
	

	収支差額（Ａ）-（Ｂ）
	０
	
	


· 協働事業に係る収支をご記入ください。

· 水戸市が負担する経費は，実施する協働事業に直接要する経費です。団体事務所の賃借料，光熱水費などの管理費は対象外となります。

· この事業に関して，他に収入がある場合もご記入ください。その際は，支出のうち，市で賄うものとそれ以外が分かるように備考欄に記入してください。

· 収支差額（Ａ）-（Ｂ）はゼロとなるよう記入してください。(自己資金が発生する場合は収入欄に書きます)


別紙２

	事業名
	

	記入者　（所属名ｏｒ団体名）
	


＊　評価を○×で記入してください
	１　Plan(企画・計画段階)

	
	１　事業目的を明確にし、協働する必要性について十分検討したか

	
	両者が同じイメージを持って いたか。なぜ協働で行うか納得　できるまで十分話し合い、理由を明確に説明できるか
	評 価
	記 述 欄　　評価の理由を記載

	
	
	
	

	
	２　協定書の内容は明確にしたか

	
	事業の目的、役割分担、費用　　負担、リスクの分担についての　合意事項を明確にした内容だっ　たか
	評 価
	記 述 欄　　評価の理由を記載

	
	
	
	

	
	３　事業計画は双方協議して作成したか

	
	事業や収支計画、協働の期間　などの検討を双方で十分行ったか
	評 価
	記 述 欄　　評価の理由を記載

	
	
	
	

	２　Do(実行)

	
	１　事業の進捗を共有したか

	
	お互いが頻繁に行き来して現場の様子をしっかりとつかんで　　いたか
	評 価
	記 述 欄　　評価の理由を記載

	
	
	
	

	
	２　お互いに役割を果たしたか

	
	自分たちの役割を果たせたか　→

相手は役割を果たしたか　　　→
	評 価
	記 述 欄　　評価の理由を記載

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	３　適切に進行管理できたか

	
	当初の予定どおり実行できたか

または、トラブルなどに対して　迅速に対応できたか
	評 価
	記 述 欄　　評価の理由を記載

	
	
	
	

	
	

	
	当初想定しなかった事態に、　柔軟に協議して適切に対処でき　たか
	評 価
	記 述 欄　　評価の理由を記載

	
	
	
	

	３　Check(評価)

	
	１　組織内部で事業をふり返ったか

	
	組織としても事業の効果や問題点を話し合ったか
	評 価
	記 述 欄　　評価の理由記載

	
	
	
	

	
	２　受益者の評価を得られたか

	
	受益者にとっても有意義だっ　たか
	評 価
	記 述 欄　　評価の理由を記載

	
	
	
	

	４　Action（見直し）

	
	１　改善すべき点が明確になったか

	
	どこをどう改善すればより良くなるかを、明確に説明できるか
	評 価
	記 述 欄　　評価の理由を記載

	
	
	
	

	
	２　改善方法は具体的か

	
	改善の手法、手順について、   具体的に示せるか
	評 価
	記 述 欄　　評価の理由を記載

	
	
	
	


○　自由記載　　(協働の影響や効果、今後の改善点、感想など)

■ 事業の振り返り


事業報告書を作成、提出します。また、提案団体と事業担当課で事業の成果を振り返り、それぞれ評価シートを作成します。
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協働推進委員会による採択事業候補の推薦・答申





みんなのアイディアで 水戸を 　　　　　  元気に！








具体例）


事業名：おなじみさん・たすけあいくんづくりプロジェクト


事業内容：NPO法人、行政等により、楽しいことを軸に、一緒にイベントに


参加するなど、共に集まり、共にふれあう会費型コミュニティで


ある「おなじみさん」の形成を呼びかける。また、ボランティア　　　


に参加したり、災害時に安否確認をしたりするなど、共に助け合　　


える社会づくりを行う。





る社会づくりを行う。

















Check


実施後 








■ 協定書の締結


提案団体と事業担当課の間で、基本的な合意事項について協定を結びます。また、補助金交付の手続きを行います。


■ 協働事業の実施


計画に沿って事業を実施します。








■ 公開プレゼンテーション、審査





・宗教の教義を広め、儀式行事を行い、信者を強化・育成することを目的とする活動


・政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対することを目的とする活動


・特定の公職の候補者、公職にある者又は政党を推薦し、支持し、又はこれらに反対することを目的とする活動





■ 事業の検討


提案団体と事業担当課で、事業の目的や役割分担など、事業の具体的な検討を進め、公開プレゼンテーションに備えます。





具体例）


事業名：「住まい力」向上プロジェクト事業


事業内容：６５歳以上の高齢者の「浴室等自宅内の不慮の事故」による死亡


　者数は年々増加していることから、住宅内の危険箇所を知り、


その備えを自らが行い、危険性を軽減する「住まい力」の向上


に向け、NPO法人や行政等により『住まい力向上リーフレット』の作成、住まい力向上のためのセミナー（研修会）及び相談会の実施、住まい力向上のためのコーディネータ養成等の事業を行う。





■ 応募と書類審査


必要書類を添えて応募します。市では、提案団体の活動や会計の状況など、応募資格を備えているかを確認します。





募集期間








Action





■ 提案事業についての事前協議


事業の内容や協働のパートナーとなる事業担当課などについて、事前に相談を受け付けます。提案団体と事業担当課、地域振興課の３者による相談の場を設けることもできます。








Do


H　26．７月　


　～　　　


H　27．３月　
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市と一緒に


新しい取組みを


始めたいな･･･





ここは得意分野。


私たちにまかせて！





公開プレゼンテーション





審査項目





審査





提出先・問合せ


〒310-8610　水戸市中央１－４－１


水戸市役所 地域振興課 協働係


（担当: 沼田、鬼沢）


----------------------------------


電話 029-232-9105（直通）


Ｅメール　kyodo@city.mito.lg.jp





■ 事業報告会


事業報告書をもとに、事業の成果を公開の場で発表します。








事業期間





総合評価（協働推進委員会）


　改善点や今後の方向性などを検討します。
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みんなのアイディアで 水戸を 　　　　　  元気に！





選考





具体例）


事業名：魅力ある地域放送や行政放送のための番組制作事業


事業内容：企業、NPO法人、行政等により水戸市のインターネット番組を制作するために、マーケティング調査やコンセプトの検討を行う。また、番組を制作し、試験的に放映を行う。





※支出経費の区分例


・通信運搬費（郵便、電話料、宅配便などに要する経費）　   ・諸謝金（講師などの謝礼金）


・人件費（事業を実施するために必要な人件費）　　　　　   ・保険料（レクリエーション保険などの掛金）


・印刷製本費（チラシなどの印刷費、報告書の印刷・製本費） ・消耗品費（事務用品）


・賃借料（会議などの際の会議室使用料、備品借上げ料）





平成26年４月15日（火）～平成26年４月30日（水）








わくわくプロジェクト


２次募集のお知らせ











水戸市協働事業提案制度 平成26年度募集要項





そのアイディア、


まちづくりに


生かしてみませんか！





みと


協働 


大作戦！
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